
れっし 伊う ん

列車発着取扱方

1 各駅における列車~if似を次のとおり指定する.

2 臨時列車五II転の場合は，本取扱に地ずる.又一I時時刻を変更す

る列車に対しては既に1ft定してある発活似をtz吏する場合に限り

折定する.

Utl lJi!，B'I)JIi f:t.猷待避列車が巡転しないl時でも本表待避列車の指

定似に発活させる.

。 111 陰本線

凱 名 l 獅 | 3'IJ 111 T存 号 |到着線|出発線

14 1 卜り手IJ 1I1附項列車)及ひ2附 l 
15 ¥ 845. 935. 835.4845.4847.2832.2838. 
2934 

16 | l り列車(除川8項列車)及び肌 | ，l1 2 1 
2931. 2833 

京都 17 1 肌側 4832 .4印刷 4脳~山 1 1 
|本 1 1 

22 1 下 り列車(除問列車)

悔小路 23 I 仇 373. 375.377.凱問問 |市場総

24 I 上り列車 |西 2]
(内回日彦)

れ っし々うんでんじふん 列車運転時分 列車運転時刻表に

示された各駅間の運転時分， またはその累計をしづ。すなわち

列車が叩駅から乙mへ運転する場合に，その所lJl!1I寺分から途中
駅の1':'1\1 1時間を除いたものをし、ぅ。巡伝線図によって求められ

た 1I寺分を計算時分といい， さらに極々 の条件を加味して査定さ

れたものを * 基準巡転l時分という。この基準五i到底l時分によ って，

列車ダイヤが画かれるのであるが， 行進い ・ 余rJ'f 1時分等によ っ

て，必ずしも基準巡転i時分 と一致しない。ある駅間のある列車
の巡転時分は， 旅客列車 15 秒(電車は 10 秒の幼合もある).貨

物列車 30 秒単位で決定される。(荻原点次)

れ っし p う んでんじ ようきょう ひ ょう 列車運転状況表 ‘
国鉄においては駅長または信号掛と 1\1掌とは列車の巡転状況

を ， 列車運転状況表に記入しておかなければならないことにな

っている。ただし電車区間に対しては，鉄道竹))J!局長が指定し

てこれを省略することができる。この淡の様式は110 表および
第 2 表のとおりである。駅長期の列車巡;\民状況表には，列車寄

号を所定の迎転H寺刻のI1阪に記入する。臨時列車 ・ H寺刻変更をし

た列I\iの帯号は赤文字てー諮く。列車が定11寺に活発したときは，

第 1 表駅長周

列卒迎転状況表

日 臨日 , 1砕から 11キまで口

当務者( 時から 時まで口

¥ 11寺から 時まで口

第 2 表 1\1 挙 用

列車巡転状況表

HH和年月日時I! 日天候 耳工事;区長

郷 列]11 111 事:(主車掌

停
車
場
名

ロ
」

a
百

自叫

所至川 E担吾川早 l時 | 所 w 災 11\ \ 早 l時

者| 泊イ | 発1 発!

時 11寺 I .- ~年 Ir4年| 一

定賓リ際事川着分 | 定刻 F損害川発分

叫山平l阿南同研

実際到着l時刻 ・実際出発l時刻の欄に僚に線を号 | く。早退着時分 ・

早遅発l時分欄は， 退廷は+で， 早着発はーで表わす。また列車

が遅延したときには記事撤lにその事由を記入する。 1\ï掌は乗務

終了後この表を所属長に提出する。 駅長期は 1 箇年， 車掌用は

6 箇月保存するこ と になっている。(内問'，:r彦)

れ っ し 々かいす う 列車回数 線路上のある地点を通過 また

は発着する列車の本数を， その地点における列車回数といい，

1 日 を単位としていうのが普通である。列車の樋類日IJに分ける

と ， 客J.jl列車回数， 混合列車回数， 貨物列車回数，気動車列車回

数， 電車列車回数等であ る。またこれを方向別に分けて， 下り

列車回数， 上 図ーl 昭和元年度と 28 年度との旅客列車回数比絞

り列車回数，

片道列車IITJ数 70
往復列車回数 60 

とする。列車 50 

回数の多少は 列ーl

職員数， 車両手刊
数， 線路側Z230
の状磁， 燃料 却

の準備，通信

電力の布告設備，

巡転保安設備 υσl7J2万一百万一4� 5 万 6 万 7 万 8 万
通過人i1.

の程度を決定

するものである。 また収入の而lから見るときは，客wの通過数

量に くらべて，列車位l数があまりに過少である場合は，利用者

に迷惑を与えるばかりでなく ，客1'(1ì.他の輸送機闘に転嫁し収

入の滅少をきたすので，ある限界があるものである。列車回数

は旅客貨物の通過数量の多少によって決定されることはもちろ

んであるが， その他客車 ・ 貨車の数量， 停車協の諮設日ii， 線路

保守の状況， 輸送機会数(サー ビス) . 国家の政策等によっても

左右される。

1 翁: 1\ï列車回数と通過人員との関係

昭和元年度の旅客輸送実絞(似氏を含む)を検討してみる と，

つぎのような実験式を得ることができる。

y=2+0.0165 X 0.8 

x=l 日平均片道通過人員

y = 1 日中における片道列車回数
またIIH手11 28 年度の:起縦(無貨を含む) からはつぎの実験式を

得ることができる。

y=2十 0.009 X 0.8 

この 2 式を検討すると ， 同一通過人D.でi走者のブゴが列車回数

が減少している。これは機関1\iの大形化による 1 fJôl列車当りの
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